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1.事業概要

住所

従業員数

敷地面積

事業内容 機械部門：農業関連商品を含む農業機械、エンジン、建設機械など

水・環境システム部門：パイプ関連製品、環境関連製品

社会インフラ部門：素形材、鋼管、自動販売機、電装機器、空調

主要製品
農業機械・エンジン・鉄管等

事業所変遷(沿革)
明治 34年 南区北高岸町（現・浪速区敷津東）に「北高岸町工場」新設

明治 41年 南区北高岸町（現・浪速区敷津東）に「本店工場」新設

大正  7年 本店工場を「本工場」に改称

大正 15年 本工場を「船出町工場」に改称
昭和 20年 大阪大空襲により船出町工場焼失

昭和 23年 船出町工場を復興

昭和 35年 本社新社屋（現・本社第二ビル）竣工

昭和 43年 本社別館（現・本社第一別館）竣工

昭和 45年 体育館、健保会館竣工

昭和 48年 船出町工場廃止

本社第二別館竣工

昭和 52年 本社新館（現・本社ビル）竣工

平成 19年 ㈱クボタ本社および関連会社17社のオフィス拠点

平成 27年現在 ㈱クボタ本社および関連会社16社のオフィス拠点

大阪府大阪市浪速区敷津東1丁目2番47号

約2,000名　（内 クボタ従業員：約970名）

45866㎡
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2.環境方針
ISO環境方針

クボタグループ環境基本行動指針

１．すべての企業活動における環境保全への取り組み

(1)

(2) 私たちは、取引先に対しても、環境保全活動への理解と協力を求めます。

２．地球環境保全への取り組み

(1)

(2)

(3) 私たちは、自然環境や生物多様性に配慮した企業活動に努めます。

３．地域社会との共生を図る環境保全への取り組み
(1)

(2) 私たちは、地域の環境美化・環境啓発活動に積極的に参画します。

４．自主的、計画的な環境保全への取り組み

(1)

(2) 私たちは、環境に関する啓発・教育活動を推進し、環境意識の向上に努めます。

(3) 私たちは、ステークホルダーに対して、積極的に環境情報を発信します。

(4)

本社環境方針

　　１．省エネルギーを推進し、CO２排出量の削減、廃棄物の再利用・排出抑制・再資源化

　　　　に取り組み、ゼロ・エミッションを目指します。

  　２．環境関連法規制及び当事務所が同意するその他の要求事項を遵守し、維持します。

　  ３．地域社会とのコミュニケーションを図り、地域の環境保全に取り組みます。

私たちは、環境コミュニケーションを通じてステークホルダーの意見を幅広く収集し、
環境保全活動に反映します。

私たちは、製品開発・生産・販売・物流・サービスなど、企業活動のすべての段階で
環境保全を推進します。

私たちは、地球温暖化の防止、循環型社会の形成、化学物質の管理を推進するこ
とにより、地球環境保全に貢献します。

私たちは、環境問題の解決に資する技術と製品を開発し、社会に提供することによ
り、地球環境保全に貢献します。

私たちは、環境リスクの低減に努め、環境汚染の未然防止など地域環境の保全に
配慮した企業活動を推進します。

私たちは、環境マネジメントシステムを導入し、自主的・具体的な目標と行動計画を
定めて、日常の業務を推進します。
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3.環境パフォーマンス

※１　原単位2008年度比：2008年度の従業員数ベースの原単位を100とした場合の割合
※２　CO2排出量はエネルギー起源のCO2排出量です。エネルギー起源CO2の算定において、電気の排出係数は各年度
の値を使用します。
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下記内容を今日まで継続的に実施しています。

2）廃棄物の削減
一般廃棄物と雑がみの分別とリサイクルの徹底及び、不要文具類のリサイ
クルの実施を通じ、廃棄物の削減に取り組んでいます。

4.環境トピックス

主な活動内容 主な推進内容

1）省エネルギー
　温室効果ガスの削減

照明の間隔点灯、昼休みの消灯、不要ＯＡ機器の電源ＯＦＦ、ライトダウン
キャンペーンへの参加などを通じ、省エネルギー、温室効果ガスの削減に
取り組んでいます。

3）グリーン購入の促進
グリーン商品の優先購入(べんりねっとの導入）を実施しています。(2014年
度は82.6％の達成）

4）エコマインドの醸成

年4回のエコ通信の配信により、本社内従業員へエネルギー使用実績等の
周知及び、啓発活動を実施しています。
また不定期で、エコに関する啓発資料の配信を行い、本社地区全体の分別
率の向上、リサイクル率の向上などに努めています。

5）ガソリン使用量の削減
社用車入れ替えの際にはエコカーの導入を行っています。安全運転講習会
の際には、エコドライブの推進も行っています。

6）屋上緑化
本社第二ビル3階テラスにて菜園・緑地スペースを設置し、本社地区内の緑
化に寄与しています。

7）厨房排水再利用
本社第二ビル3階テラスの散水には、厨房排水をろ過処理した再生
水を利用することで、環境への負荷軽減に努めています。

△ 2）廃棄物の削減、4）エコマインドの醸成のための掲示資料一例

△ 4）エコマインドの醸成

（エコ通信）

△ 6）屋上緑化

△7）厨房排水再利用
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5.環境コミュニケーション
主な活動内容 主な推進内容

1）クボタeデー
ボランティア活動『クボタeデー』では、本社から徒歩約10分の距離にある、浪
速公園の清掃活動行いました。（2014年9月6日、2015年9月5日）

2）園児の収穫体験会
月に1回、浪速区内の幼稚園・保育園の園児を対象に、本社第二ビル3階テ
ラスにて収穫体験会を実施し、子どもたちに野菜や植物と触れ合う機会を提
供しています。

3）浪速区食育推進運動 浪速区役所主催、なにわ食育まつりに参加し、食育活動に協力しています。

△ 1）クボタeデー（2015年9月5日の様子）

△ 2）園児の収穫体験会

△ 3）浪速区食育推進運動

（なにわ食育まつりの様子）
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6.サイトデータ
INPUT

原油換算 KL

万ｍ
3

OUTPUT
ｔ-CO2

ｔ
％

廃棄物排出量 138
再資源化率 98.4%

エネルギー使用量 1,536

水使用量 4.1

ＣＯ2排出量 3,129
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